
景観形成基準対応書記入説明 

 

①届出対象行為のうち、行為の種類を確認します。 

  建築物・工作物・開発行為・屋外広告物のうち、どれに該当するのか。 

   

・ 建築物であれば「（１）建築物」の基準が該当となります。 

・ 屋外広告物であれば「（４）の屋外広告物」の基準が該当となります。 

 

 

②届出対象行為を行う場所を確認します。 

  一般地区（景観形成推進地区を除く市内全域）であるのか、 

景観形成推進地区（袖ケ浦駅海側地区）のどこのエリアであるのか。 

 

・ 一般地区であれば、Ａ枠の景観形成基準が該当します。 

・ 景観形成推進地区の低層住宅エリアであれば、Ａ枠・Ｂ枠・Ｄ枠・Ｆ枠

の景観形成基準が該当します。 

枠の記号についての説明は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③該当する景観形成基準を確認し、チェック欄に記入します。 

  チェック欄の「はい」に該当しない場合は、「該当なし」にチェックをし、

その理由をチェック欄の右枠内に記入します。 

  また、特に景観に配慮した事項があれば、最終ページの全行為共通欄に内

容を記入します。 
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一般地区・景観形成推進地区ともに該当します。（市内全域が対象） 

景観形成推進地区（袖ケ浦駅海側地区）の全域が該当します。 

景観形成推進地区（袖ケ浦駅海側地区）の商業エリアが該当します。 

景観形成推進地区（袖ケ浦駅海側地区）の低層住宅エリアが該当します。 

景観形成推進地区（袖ケ浦駅海側地区）の商業エリア及び沿道エリアが該当します。 

景観形成推進地区（袖ケ浦駅海側地区）の沿道エリア及び低層住宅エリアが該当します。 
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